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技術相談 

提供可能技術： 

・情報ネットワークの要素技術およびその応用 

 

 

研究内容：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 多地点間相互映像配信網 
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コンピュータの高性能化と低価格化，アクセス網の整備やバッ

クボーンの高速化などにより，インターネットの利用者の増加と利

用目的の多様化が進んでいます。これは利用されるアプリケーシ

ョンにも大きな変化をもたらし，電子メールのような比較的データ

サイズの小さなものから，音楽や映像のコンテンツのような比較

的データサイズの大きなものまで，さまざまな性質を持つデータが

インターネット上を大量に流れるようになってきています。 

しかし，現在のインターネットではこのように特性の異なるデー

タの流通の変化に対応しきれておらず，また，ネットワーク資源は

有限なため，アプリケーションが要求する品質を確保し効率的に

伝達する仕組み作りが必要です。  

これまで，本研究者と東北大学サイバーサイエンスセンターと

のグループでは，コンピュータネットワークにおける情報流通基盤

技術の研究開発に取り組んできており，その一つに多地点間相

互映像配信機構の開発があります。これはアプリケーションレベ

ルのオーバーレイネットワークであり，映像ストリームの配信や中

継を行う複数の配信ノードと，その状態や配信先等の管理を行う

管理ノードから構成されます（図１）。配信ノード同士が自律的に

動作・連携し，管理ノードが配信ノードに対して適切な支援を行う

ことにより，配信パスの自動構築や通信状態に応じた QoS 制御を

可能とするもので，効率性や信頼性の向上と運用管理負荷の軽

減を図るものです。 

この他，ユーザの要求に応じてコンテンツの効率的な配送を可

能とするデマンド型配送技術や，OpenFlow を用いたマルチキャス

ト通信技術などの開発にも取り組んでいます。 

提供可能な設備・機器：  
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